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海藻類の完全利用iこ闘する研究(第 4報)

褐藻類のマンエヅトに閲する研究(その 2)

マンエヅグスの構成物質およびその結合

によるマンェヲ ク ス の 合 成

森田陸夫安藤節 夫佐藤久弐

On  the Perfect Utilization of Sea-weeds. IV. 

A Study on the Mannitol in Sea.weeds (Phαeophyceae) (II) 

On the composition of mannix and its formation 

Mutsuo Morita， Setsuo Ando， and Hisatsugu Sato 

Abstract 

A new substance which we sep~rated from Phαeophyceαηand which 
christened mannix was verified to be巴onsistedof mannitol and potas日ium
chloride. Empirical formula of mannix was de巴idedto be [C6 H8 (OH)614・KCl.
We also syntbesize the substance from its components. 

I 緒 言

我々は前報1 に沿いて風乾真昆布治よぴ、ちがいそから ffi.p.1510Cの同色針朕品物質を分離

しその特異なる性状からそのものがマシエツトを主要構成因子としマンエツトと他の不明

物質との一穂の分子化合物であるととを推論し，更にその不明物質のーは堕化カりであろろと

述ぺ，本物質に封し便宜 kマシ=ツクスの名を提案し7とのであるが，その後の貴験に沿いて以

上の推論が正に安営であるととが判明Llとので報告する。

II 費職

(A) 分析

まやマシエックスの構成物質を椴索するためその次分の分析を行なった。即ち精製マンエッ

クスを白金ボートに精梓L.電気;躍中で 6500C K灼熱友化し更に恒量正念るまで同温度で灼

熱を繰返し次分を測定し更に各次分にクきその盟主-量を重量法により測定した結果は第1表

の如〈である。

1 蜜工大研・報: 1. 349 (1952) 
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第 1表

試料 (g) 友分 (g) 試料中の友分(%') 盤化銀 (g) 友分中の盤素(~の

0.3751 0.0336 8.96 0.0631 46.51 

0.4646 0.0420 9.04 0.0786 46.33 

平均 9.00 平均 46.42

然るに堕化カリ中の盤素分は 46.92%で昼うると ε，;)6よぴ、次分は明瞭にカりウムの定性反躍

を興えるととから次分は盤イヒカりと推定された。

かくて次分がE量化カリであるととが確貫に推定されたから，我々は更にマシユツクスにクい

て，直接に重量法により盤素量を測定L. とれより計算により盟化カリとしての友分を求めて

みたととろ，ちたの第 2去の結果な得，先に賞験により求められた友分 9.00%とよくー設する

ととを認めた。

官試粉 (g)

0.4914 

0.3815 

第 2表

竪化銀 (g) 璽 素 (g)

0.0860 0.0213 

0.0682 0.0169 

試料中の友分(%)

9.10 

9.29 

平均 9.20

さて上の結果からマンエックス中，盟化カリ 9.20%.マン=ツト 90.80% として臨化カリ，

マンユツトのモル比を計算すると 1:4.ω となり [C6Hs(OH)6]4・KClが賓験式として興えら

れるととになる。

共に次分測定にあたって。燃焼した部分がすべてマンユツトであるや否やを決定するため，マ

ンコックスを直接に元素分析し，その←炭素，水素の%とマンユツクスの賓験式乞!二記のもの

と考えた場合のマンニツクス中の茨素， 7K案。%とを比較してみた。然るに元素分析の結果

は第3表の如くなり，マンユツクス中の茨素，水素の計算値 35.85%，7.02%とよく一致する。

試 料 (mg)

3.570 

CO2 (mg) 

4.600 

第 3表

試料中の C(%! 

35.14 

H20 (mg) 

2.200 

試事ヰ中の日(%')

6.89 

かくてマン=ツクスの組成は正しく上の賓験式で去されるととが結論された。

(B) 合成

以上によりマンユツクスがマンユツトと瞳化カリより成るととが明かとたクたが，言えに問題

となる重要な鞘は，褐藻から得たマンユツクスと全く同---_.のものを賞際にマンニットと瞳化カ

りから得るととが出来るかといろ貼でるる。

との貼に闘しては我々はいろいろと試みたのであるが，ヨたに述べる方法が最も簡単にしかも

最も純粋なマンエックスを興えるととを見出した。 即ち，精製マンニット 2gおよび精製盤

化カリ 2gをとり， 7K 20gに溶解せしめる。との溶液にメグノ{ル 80gを加え，メタノー

ルにつき 80~宙博液として，一夜常温 (15~200C)に放冷すれば，白色徴針吠結晶が析出するo
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とれを鴻別し 80% メグノ~}レの少量を以て洗糠L乾燥する。 ill.p. 1510C で収量 2.0gで

あった。

本結晶につき前法ーにより友分を測定したととろ，共の第4去の如き結果を得た。

試料 (g)

0.2702 

0.3310 

第 4表

tE分 (g)

0.0255 

0.0309 

!却にさきの賞験式に基〈次分は 9.39%である。

III 車吉 言語i

試事ヰ中の1足分(%)

9.40 

9.34 

平均 9.37 

アルゴ{ル類が各種無機ハログン化物と分子化合物をと主やるととは幾多の例が知られてい

る。その意味で、はマンエックスも単にその」例に過ぎないが，褐藻類をマシ=ツト養源と Lて

利用する場合，その存在が抽出に，精製に極めて}主要な意味をもヲととは前報に指摘した。我

々は掲藻類から最も安慣に且つ純粋にマンニットを得るととを目的として，抽出溶剤の研究な

行ないつつあるが，とれらの課題は常にマンエックスの存在を無減してはJEしい解決に到達し

得ないととを確信している。従って各種溶剤lによる溶解度の測定もマシユツト，マンニツクス

の雨者を封象として進めている弐第である。

(昭和 28年 3月 25日受付}
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